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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：膜。この遺伝子によってコードされる足場タンパク質は、ほとんどの細胞種に見られるカベオラ細胞膜の主成分である。このタンパク質は、インテグリンサブユニットをチロシンキナーゼFYNに連結し、インテグリンをRas-ERK経路に結合させ、細胞周期の進行を促進する最初の段階となる。この遺伝子は腫瘍抑制遺伝子候補であり、Ras-p42/44ミトゲン活性化キナーゼカスケードの負の調節因子である。カベオリン1とカベオリン2は7番染色体上に隣接して位置し、共局在するタンパク質を発現して安定したヘテロオリゴマー複合体を形成する。この遺伝子の変異は、ベラルディネリ・セイプ先天性リポジストロフィーと関連付けられている。選択的スプライシングを受けた転写産物は、カベオリン1のαおよびβアイソフォームをコードする。[RefSeq提供、2010年3月]
	研究分野
	-
	画像データ
	

	Hela細胞全細胞ライセートを10% SDS-PAGEで分離し、膜をカベオリン-1ウサギモノクローナル抗体（1:1000）でブロッティングした。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG(H + L)抗体を用いた。

